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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 豊共第１

ほうきようだいいち

農地整備事業

関係市町村 北海道勇払郡厚真町 事業主体 北海道
ゆうふつぐんあつまちよう

事業目的 本地区は、麦及び大豆の戦略作物の生産拡大に取り組むものの、地区内農地は不
整形小区画水田が多く用排水路が未分離であることから地下水位が高く排水不良が
生じるなど地域営農の妨げとなっている。

そこで、水田の有効利用による麦・大豆等の生産拡大を実現する農地の排水対策
として、排水路の整備や暗渠排水を伴う区画整理による排水改良を行うとともに、
国営農業用水再編対策事業による整備と一体的に実施することで生産性の高い優良
農地を確保し、効率的な土地利用型農業の拡大や食料自給率の向上を図るものであ
る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

234 ha 38 戸 3,375 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 区画整理 234 ha

関連事業 国営農業用水再編対策事業勇払東部地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

6,602 百万円 5,451 百万円 1.21 総費用総便益方式

概要図

出典：豊共第１地区土地改良事業計画概要書（北海道胆振総合振興局農村振興課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 美幌田中

び ほ ろ た な か

農地整備事業

関係市町村 北海道網走郡美幌町 事業主体 北海道
あばしりぐんびほろちよう

事業目的 戦略作物である麦等の単収向上に取り組むものの地区内農地は農地の排水不良に
より融雪期及び降雨後に過湿被害を受けることから農産物の生産性が低く、地域農
業の経営が不安定な状態にある。

そこで、麦等の単収向上等による生産拡大を実現する農地の排水対策として、暗
渠排水による排水改良を行うとともに、客土、区画整理及び除礫を総合的に行うこ
とにより、生産性の高い優良農地を確保と、効率的かつ安定的な畑作農業経営の確
立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

1,230 ha 84 戸 2,504 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 客土 216 ha、暗渠排水 881 ha、区画整理 266 ha、除礫 2 ha

関連事業 国営直轄明渠排水事業田中地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,785 百万円 2,623 百万円 2.20 総費用総便益方式

概要図

出典：美幌田中地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 川西中央

かわにしちゆうおう

農地整備事業

関係市町村 北海道帯広市 事業主体 北海道
お び ひ ろ し

事業目的 本地区は、戦略作物である麦等の単収向上に取り組むものの、既に整備された地
区内の農地は、経年変化に伴う排水不良や不良土層を起因とした生育障害等が生じ
ている。

そこで、麦等の単収向上等による生産拡大を実現する農地の排水対策として、暗
渠排水による排水改良を行うとともに、排水施設の整備、客土、区画整理及び除礫
を総合的に行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、効率的かつ安定的な
畑作農業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

728 ha 97 戸 1,804 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 0.6 km、客土 294 ha、
暗渠排水 256 ha、区画整理 77 ha、除礫 19 ha

関連事業 国営かんがい排水事業南帯広地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,653 百万円 1,820 百万円 2.00 総費用総便益方式

概要図

出典：川西中央地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成）



- 8 -

地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 美蔓高倉

びまんたかくら

農地整備事業

関係市町村 北海道河東郡音更町 事業主体 北海道
か と う ぐ んおとふけちよう

事業目的 本地区は、戦略作物である麦及び大豆等の単収向上に取り組むものの、既に整備
された地区内の農地は、経年変化に伴う排水不良や不良土層を起因とした生育障害
等が生じている。

そこで、麦・大豆等の単収向上等による生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水による排水改良を行うとともに、畑地かんがい施設、客土区画整理及
び除礫を総合的に行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、効率的かつ安
定的な畑作農業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

524 ha 43 戸 1,523 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 7 km、客土 6 ha、暗渠排水 201 ha、
区画整理 20 ha、除礫 15 ha

関連事業 国営かんがい排水事業美蔓地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

6,013 百万円 4,039 百万円 1.48 総費用総便益方式

概要図

出典：美蔓高倉地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 鹿追美蔓

しかおいびまん

農地整備事業

関係市町村 北海道河東郡鹿追町、上川郡清水町 事業主体 北海道
か と う ぐ んしかおいちよう かみかわぐんしみずちよう

事業目的 本地区は、戦略作物である麦及び大豆等の単収向上に取り組むものの、既に整備
された地区内の農地は、経年変化に伴う排水不良や不良土層を起因とした生育障害
等が生じている。

そこで、麦・大豆等の単収向上等による生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水による排水改良を行うとともに、畑地かんがい施設、区画整理及び除
礫を総合的に行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、効率的かつ安定的
な畑作農業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

1,063 ha 52 戸 1,856 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 3 km、暗渠排水 200 ha、
区画整理 334 ha、除礫 23 ha

関連事業 国営かんがい排水事業美蔓地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

7,563 百万円 6,116 百万円 1.23 総費用総便益方式

概要図

出典：鹿追美蔓地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 南平和第２

みなみへいわだいに

農地整備事業

関係市町村 北海道河西郡芽室町、河東郡音更町 事業主体 北海道
か さ い ぐ んめむろちよう か と う ぐ んおとふけちよう

事業目的 本地区は、戦略作物である麦及び大豆等の単収向上に取り組むものの、既に整備
された地区内の農地は経年変化に伴う排水不良や不良土層を起因とした生育障害等
が生じている。

そこで、麦・大豆等の単収向上等による生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水による排水改良を行うとともに、畑地かんがい施設、客土、区画整理
及び除礫を総合的に行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、効率的かつ
安定的な畑作農業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

814 ha 42 戸 2,436 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 8 km、客土 8 ha、暗渠排水 516 ha、
区画整理 86 ha、除礫 4 ha

関連事業 国営かんがい排水事業美蔓地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

8,398 百万円 4,893 百万円 1.71 総費用総便益方式

概要図

出典：南平和第２地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 福島徳下

ふくしまとくげ

農地整備事業

関係市町村 青森県南津軽郡藤崎町 事業主体 青森県
みなみつがるぐんふじさきまち

事業目的 本地区は、大豆の戦略作物の生産やニンニク等の振興作物の拡大に取り組むもの
の、地区内の農地は10ａ区画で用排水路が土水路であるとともに、排水路底が浅く
暗渠排水の導入が出来ず排水不良が生じるなど地域営農の妨げとなっている。

そこで、水田の有効活用による大豆等の生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水を伴う区画整理による排水改良を行うとともに、ほ場の大区画化を行
うことにより、生産性の高い優良農地を確保するとともに、効率的な土地利用型農
業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

95 ha 141 戸 1,396 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 区画整理 95 ha

関連事業 国営農業水利事業浅瀬石川地区
県営かんがい排水事業浅瀬石川、浅瀬石川２期地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,650 百万円 1,525 百万円 1.73 総費用総便益方式

概要図

出典：福島徳下地区土地改良事業計画書（青森県農村整備課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 次丸

つぎまる

農地整備事業

関係市町村 岩手県奥州市 事業主体 岩手県
おうしゆうし

事業目的 本地区は、大豆の戦略作物の生産拡大に取り組むものの、地区内の農地は10ａ区
画で排水路が土水路で水路底が浅いことから排水不良が生じるなど戦略作物の導入
の妨げとなっている。

そこで、水田の有効活用による大豆等の生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水を伴う区画整理による排水改良を行うとともに、ほ場の大区画化等を
行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、効率的な土地利用型農業経営の
確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

81 ha 104 戸 1,678 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 区画整理 81 ha

関連事業 国営かんがい排水事業猿ヶ石用水地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,707 百万円 1,732 百万円 1.56 総費用総便益方式

概要図

出典：次丸地区土地改良事業計画書（岩手県農村計画課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 和賀中部岩崎

わ が ち ゆ う ぶ い わ さ き

農地整備事業

関係市町村 岩手県北上市 事業主体 岩手県
き た か み し

事業目的 本地区は、戦略作物である麦及び大豆の生産拡大に取り組むものの、既に整備さ
れた地区内の農業用用排水施設は、整備後約40年が経過しており、用水施設の機能
低下が進行しており、著しい漏水による慢性的な用水不足と維持管理に多大な労力
を費やすなど農業生産の効率化が困難な状況にある。

そこで、水田の有効活用による麦・大豆等の生産拡大を実現する農地の排水対策
として、排水路の整備や暗渠排水による排水改良を行うとともに、農業生産の低コ
スト化に向けた農業用水のパイプライン化、ほ場の大区画化を行うことにより、生
産性の高い優良農地を確保し、効率的な土地利用型農業経営の確立及び食料自給率
の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

673 ha 454 戸 5,060 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 144 km、農道整備 3 km、
暗渠排水 12 ha、区画整理 14 ha

関連事業 国営かんがい排水事業和賀中部地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

8,444 百万円 6,011 百万円 1.40 総費用総便益方式

概要図

出典：和賀中部地区土地改良事業計画書（岩手県農村計画課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 高山

たかやま

農地整備事業

関係市町村 山形県東置賜郡川西町 事業主体 山形県
ひがしおきたまぐんかわにしまち

事業目的 本地区は、大豆及び発酵粗飼料用稲等の戦略作物の生産拡大に取り組むものの、
用・排水路兼用の土水路や狭小なほ場（10a区画）が農業生産性の向上を図る上で
の阻害要因となっている。

そこで、水田の有効活用による大豆等の生産拡大を実現する農地の排水対策とし
て、暗渠排水を伴う区画整理による排水改良を行うとともに、農業生産の低コスト
化に向けた農業用水のパイプライン化、ほ場の大区画化等を行うことにより、生産
性の高い優良農地を確保し、効率的な土地利用型農業経営の確立及び食料自給率の
向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

113 ha 92 戸 1,974 百万円 平成 23 ～ 30 年

主要工事 区画整理 113 ha

関連事業 国営農業水利事業米沢平野二期地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,782 百万円 2,184 百万円 1.27 総費用総便益方式

概要図

出典：高山地区土地改良事業計画概要書（山形県置賜総合支庁農村計画課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 落合・湯沢

お ち あ い ・ ゆ ざ わ

農地整備事業

関係市町村 山梨県南アルプス市 事業主体 山梨県
み な み あ る ぷ す し

事業目的 本地区は地域農業の振興を図るため、もも、ぶどう及びすももを中心とした果樹
の品質や単収の向上に取り組むものの、既に整備された地区内の農業用用排水施設
は約40年が経過し、水路の劣化・老朽化が著しく、ひび割れなどにより通水が阻害
され、維持管理に多大な労力を費やすなど農業生産の効率化が困難な状況にある。

そこで、地域振興作物である果樹の安定的な供給体制を確立するため、用・排水
路の整備による維持管理労力の軽減を行うとともに、農道整備による輸送体系の効
率化などを行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、果樹農業経営の確立
等を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

77 ha 214 戸 1,066 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 5 km、農道整備 3 km、区画整理 18 ha

関連事業 国営農業水利事業釜無川地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,051 百万円 1,301 百万円 1.57 総費用総便益方式

概要図

出典：落合・湯沢地区土地改良事業計画概要書（山梨県農政部耕地課作成）



- 16 -

地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 黒駒西

くろこまにし

農地整備事業

関係市町村 山梨県笛吹市 事業主体 山梨県
ふ え ふ き し

事業目的 本地区は地域農業の振興を図るため、もも及びぶどうの品質や単収の向上に取り
組むものの、地区内の農地は区画が不定形な上に狭小であるため機械作業の効率が
悪く、用・排水路は土水路が多く排水機能の低下を招いている。

そこで本地区の生産・経営関係施策として、直接支払等関連予算に位置づけられ
ている果樹・茶支援対策等に関連し、かつ本地区の地域振興作物である果樹の単収
向上等による生産拡大を実現するため、区画整理や用・排水路の整備による農作業
や水管理の効率化などを行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、果樹農
業経営の確立等を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

98 ha 233 戸 2,082 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 2 km、農道整備 9 km、
区画整理 21 ha

関連事業 国営かんがい排水事業笛吹川地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,473 百万円 1,965 百万円 2.27 総費用総便益方式

概要図

出典：黒駒西地区土地改良事業計画概要書（山梨県農政部耕地課作成）



- 17 -

地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 岩手

い わ で

農地整備事業

関係市町村 山梨県山梨市 事業主体 山梨県
や ま な し し

事業目的 本地区は地域農業の振興を図るため、ぶどう、おうとう及びももの品質や単収の
向上に取り組むものの、地区内の農地は未整備な上、小規模なほ場となっており、
営農・維持管理に多大な労力を費やすなど農業生産の効率化が困難な状況にある。

そこで本地区の生産・経営関係施策として、直接支払等関連予算に位置づけられ
ている果樹・茶支援対策等に関連し、かつ本地区の地域振興作物である果樹の単収
向上等による生産拡大を実現するため、区画整理や用・排水路の整備による農作業
や水管理の効率化を行うとともに農道整備による輸送体系の効率化などを行うこと
により、生産性の高い優良農地を確保し、果樹農業経営の確立等を図るものであ
る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

99 ha 89 戸 1,797 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 1 km、農道整備 7 km、区画整理 22 ha

関連事業 国営かんがい排水事業笛吹川地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,391 百万円 1,868 百万円 1.81 総費用総便益方式

概要図

出典：岩手地区土地改良事業計画概要書（山梨県農政部耕地課作成）



- 18 -

地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 花見

は な み

農地整備事業

関係市町村 新潟県燕市 事業主体 新潟県
つばめし

事業目的 本地区は、高品質・良食味米の生産、環境保全型農業（特別栽培米等）の米づく
りに取り組むものの、地区内の農地は10ａ区画で用排水路が土水路となっており農
道も狭小であるため大型農業機械の導入や営農・維持管理の省力化等に支障を来し
ている。

そこで、農作物の作付面積の拡大や単収・耕地利用率の向上を図るため、用排水
路の整備や暗渠排水を伴う区画整理による農作業及び水管理の効率化並びに農地の
汎用化を行うことにより、生産性の高い優良農地を確保し、土地利用型農業経営の
確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

86 ha 83 戸 1,132 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 区画整理 86 ha

関連事業 国営農業水利事業西蒲原排水地区
県営かんがい排水事業西蒲原排水地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,685 百万円 1,843 百万円 1.99 総費用総便益方式

概要図

出典：花見地区土地改良事業計画書（新潟県農地計画課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 斎宮

さいくう

農地整備事業

関係市町村 三重県多気郡明和町 事業主体 三重県
た き ぐ ん めいわちよう

事業目的 本地区は、麦及び大豆の戦略作物の生産拡大に取り組むものの、既に整備された
地区内の農業用用排水施設の多くは整備後30年以上が経過し、老朽化し営農に支障
を来している。

そこで、農作物の作付面積の拡大や単収・耕地利用率の向上を図るため、用水路
のパイプライン化と併せて狭小な農道の拡幅による農作業や水管理の効率化によ
り、生産性の高い優良農地を確保し、土地利用型農業経営の確立及び食料自給率の
向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

196 ha 431 戸 1,583 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 23 km、農道整備 2 km、暗渠排水 1 ha

関連事業 国営かんがい排水事業宮川用水第２期地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,430 百万円 3,670 百万円 1.20 総費用総便益方式

概要図

出典：斎宮地区土地改良事業計画概要書（三重県農水商工部農業基盤室作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 白糠

しらぬか

草地畜産基盤整備事業

関係市町村 北海道白糠郡白糠町 事業主体 （財）北海道農業開発公社
しらぬかぐんしらぬかちよう

事業目的 本地区は、戦略作物の飼料作物の生産拡大に取り組むものの、畜産農業者の高齢
化による規模の縮小及び離農に伴う担い手不足などの問題が地域営農の妨げになっ
ている。

そこで、草地整備改良等による作業の集団化及び経営規模の拡大を行うととも
に、飼料調整貯蔵施設等の整備による生産コストの低減等を行うことにより、高位
生産性草地の拡大による飼料自給率の向上と畜産経営の安定化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

508 ha 53 戸 1,314 百万円 平成 23 ～ 26 年

主要工事 草地造成改良 10 ha、草地整備改良 499 ha、暗渠排水 4 ha、
家畜保護施設整備 ２棟、飼料調製貯蔵施設（TMRｾﾝﾀｰ）１カ
所、農機具庫１棟

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,444 百万円 1,223 百万円 1.18 総費用総便益方式

概要図

出典：白糠地区事業実施計画書（北海道農政部農村計画課作成）
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地区別事業概要

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
事 業 名 地区名 将監２期

しようげんにき

水利施設整備事業

関係市町村 愛知県西尾市 事業主体 愛知県
に し お し

事業目的 本地区は、麦及び大豆の戦略作物の安定的な生産に取り組むものの、既に整備さ
れた地区内の農業用用排水施設整備は、整備後約30年が経過し、老朽化等により破
損等が生じ、機能低下している状況にある。

そこで、戦略作物である麦・大豆等の単収を回復するため、幹線用水路の補修・
補強等による用水の安定供給機能の回復を図ることにより、生産性の高い優良農地
を確保し、土地利用型農業経営の確立及び食料自給率の向上を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

382 ha 1,311 戸 1,625 百万円 平成 23 ～ 31 年

主要工事 農業用用排水施設整備 4 km

関連事業 国営農業水利事業新矢作川用水地区
県営基幹水利施設ストックマネジメント事業将監地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,759 百万円 3,572 百万円 1.05 総費用総便益方式

概要図

出典：将監２期地区土地改良事業計画概要書（愛知県農地計画課作成）
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地区別事業概要

特定地域振興生産基盤整備事業
事 業 名 地区名 第二面縄

だいにおもなわ

農地整備事業

関係市町村 鹿児島県大島郡伊仙町 事業主体 鹿児島県
おおしまぐんいせんちよう

事業目的 地区内の基幹水利施設は、現在、国営かんがい排水事業により整備されているも
のの、地区内の農地は、不整形なほ場と未整備な農道のため大型農作業機械による
農作業の効率化が図れず、また用水路も未整備であることから干ばつ被害を受けや
すい状況にあり、地域営農の妨げとなっている。

そこで、本事業において、国営かんがい排水事業による整備と併せて区画整理と
一体的に地区内農業用水施設の整備を行い農業経営の向上を図るとともに、農地の
流動化、農作業の受委託を促進させ地域農業の安定化を図る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

93 ha 242 戸 3,765 百万円 平成 23 ～ 35 年

主要工事 農業用用排水施設整備 93 ha、区画整理 93 ha

関連事業 国営かんがい排水事業徳之島用水地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,096 百万円 4,656 百万円 1.09 総費用総便益方式

概要図

出典：第二面縄地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農村振興課作成）
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地区別事業概要

特定地域振興生産基盤整備事業
事 業 名 地区名 加治道

か じ ど う

水利施設整備事業

関係市町村 沖縄県宮古島市 事業主体 沖縄県
み や こ じ ま し

事業目的 地区内の基幹水利施設は、国営かんがい排水事業により整備されているものの、
地区内の農地は、かんがい施設が未整備で、ほ場の区画は不整形で耕土深は浅く、
農道及び排水路は未整備であるため、さとうきびを中心とした地域営農の妨げとな
っている。

そこで、本事業により、区画整理及び畑地かんがい施設の整備を行うことによ
り、農地の集団化及び農作業の機械化による生産コストの低減を図るとともに、さ
らに付加価値の高い作目への転換と農業所得の向上と農業経営の安定を図る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

29 ha 48 戸 1,183 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 29 ha、区画整理 29 ha

関連事業 国営かんがい排水事業宮古地区
農用地緊急保全整備事業宮古地区
国営かんがい排水事業宮古伊良部地区
県営かんがい排水事業長間地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,591 百万円 1,312 百万円 1.21 総費用総便益方式

概要図

出典：加治道地区土地改良事業計画概要書（沖縄県村づくり計画課作成）
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地区別事業概要

特定地域振興生産基盤整備事業
事 業 名 地区名 西新生

に し あ ら ふ

水利施設整備事業

関係市町村 沖縄県宮古島市 事業主体 沖縄県
み や こ じ ま し

事業目的 地区内の基幹水利施設は、国営かんがい排水事業により整備されているものの、
地区内の農地は、かんがい施設が未整備で、ほ場の区画は不整形で耕土深は浅く、
農道及び排水路が未整備であるため、さとうきびを中心とした地域営農の妨げとな
っている。

そこで、本事業により区画整理及び畑地かんがい施設の整備を行うことにより、
農地の集団化及び農作業の機械化による生産コストの低減を図るとともに、さらに
付加価値の高い作目への転換と農業所得の向上と農業経営の安定を図る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

62 ha 65 戸 1,869 百万円 平成 23 ～ 28 年

主要工事 農業用用排水施設整備 62 ha、区画整理 36 ha

関連事業 国営かんがい排水事業宮古地区
農用地緊急保全整備事業宮古地区
国営かんがい排水事業宮古伊良部地区
県営畑地帯総合整備事業新城西地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,130 百万円 3,104 百万円 1.33 総費用総便益方式

概要図

出典：西新生地区土地改良事業計画概要書（沖縄県村づくり計画課作成）
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